
 平 成 ２ ０ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ｄ Ｄ 第 １ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １５時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ６ 時 １ ０ 分 １ ６ 時 ５ ０ 分 １ ７ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 
  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ K －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ K －  7 ～ 13

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ K － 14 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１K９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、電圧計Ｖの読みが６０ボルトであるとき、端子ａ－ｂ間の電圧

は、 (ア) ボルトである。ただし、電圧計の内部抵抗は非常に大きく、また、電池の内部

抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ５ ② １０ ③ ２０ ④ ３０ ⑤ ４０

(２) 図２に示す回路において、抵抗Ｒ、コイルＬ及びコンデンサＣに矢印のような電流が流れて

いるとき、全電流Ｉは、 (イ) アンペアである。 (５点)

① ９ ② １５ ③ ２１ ④ ２７ ⑤ ３１

(３) 静電容量Ｃファラドのコンデンサに蓄えられている電荷をＱクーロンとすると、このときの

コンデンサの端子電圧は、 (ウ) ボルトになる。 (５点)

Ｃ ２Ｃ Ｑ Ｑ① ② ③ ２ＣＱ ④ ⑤Ｑ Ｑ ２Ｃ Ｃ

(４) 正弦波交流の流れる回路における力率は、｢ (エ) ÷皮相電力｣で表される。 (５点)

① 最大電力 ② 無効電力 ③ 有効電力 ④ 実効電圧 ⑤ 実効電流

ａ

図１

Ｅ

ｂ

電圧計 Ｖ
１２ Ω１０ Ω ３ Ω

６ Ω

６ Ω

図２

Ｉ

ＣＲ Ｌ Ａ８Ａ９ Ａ２０
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ｐｎ接合部に外部から逆方向電圧を加えると、ｐ形領域の少数キャリアである正孔は、電

源の正極(＋極)に引かれ、空乏層が広がる。

Ｂ ｐｎ接合部に外部から順方向電圧を加えると、空乏層の幅が狭くなり、ｎ形領域の多数

キャリアである自由電子はｐ形領域へ流れ込む。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図１に示すトランジスタ増幅回路において、この回路のトランジスタの各特性が図２、図３

で示すものであるとき、コレクタ～エミッタ間の電圧Ｖ は、 (イ) ボルトとなる。ただＣＥ

し、抵抗Ｒ は１００オーム、Ｒ は２.４キロオーム、抵抗Ｒ は３キロオームとする。 (４点)１ ２ ３

① ２ ② ５ ③ ８ ④ １１ ⑤ １４

(３) トランジスタを用いた増幅回路における接地方式について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ ベース接地方式は、電流増幅度が１以下で、入力インピーダンスが小さく、出力インピー

ダンスが大きい特性を持ち、高周波増幅回路として用いられる。

Ｂ エミッタ接地方式は、電圧増幅度がほぼ１で、入力インピーダンスが大きく、出力インピ

ーダンスが小さい特性を持ち、インピーダンス変換回路として用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ダイオードを用いた波形整形回路において、入力信号波形から基準電圧の上下を切り取り、

中央部の信号を極めて狭い振幅レベル間に入る部分だけを取り出す回路は、 (エ) といわ

れる。 (４点)

① リミッタ ② ピーククリッパ ③ ベースクリッパ

④ スライサ ⑤ フリップフロップ

Ｉ
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Ｂ(５) ベース接地方式のトランジスタ増幅回路での電流増幅度αが０.９７の場合、ベース電流Ｉ

が６０マイクロアンペア流れるとき、エミッタ電流Ｉ は、 (オ) ミリアンペアとなる。Ｅ

ＣＩただし、コレクタ電流をＩ とし、電流増幅度α＝ とする。 (４点)Ｃ
ＥＩ

① ２ ② ３ ③ ２０ ④ ３０

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(ア) の回路に置き換えることができる。 (５点)

図１

(２) 図２の論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂの論理

レベルと出力ｃの論理レベルとの関係は、右の真理値表で示される。 (５点)

① ② ③ ④

図２

入力ｂ
入力ａ

出力 ｃ

Ｍ
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入 力 出力

ｃ

１

０

０

① ② ③ ④ ⑤

入力ａ

出力 ｃ

入力 ｂ



Ｋ－4

(３) 図３の論理回路において、入力ａ及び入力ｂに図４に示す入力がある場合、図３の出力ｃは、

図４の出力のうち (ウ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

図４

(４) 図５～図８の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と

出力ｃの論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ Ａ･Ｂ

の論理式で表すことができる論理回路は、 (エ) の回路である。 (５点)

① 図５ ② 図６ ③ 図７ ④ 図８
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１４５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が６６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、

電圧計の読みは、１４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ８６

(２) 伝送損失のない一様な線路を (イ) で終端すると、電圧及び電流の大きさは、線路上の

どの点においても一様である。 (５点)

① コンデンサ ② 特性インピーダンス

③ 容量性リアクタンス ④ 純抵抗

(３) 図２において、電気通信回線１のインピーダンスが３６０オーム、電気通信回線２のイン

ピーダンスが８１０オームのとき、巻線比(ｎ ：ｎ )が (ウ) の変成器を使うと回線の１ ２

接続点の反射損失がゼロとなる。ただし、変成器は理想的なものとする。 (５点)

① ２：３ ② ３：２ ③ ３：５ ④ ４：３ ⑤ ４：５

(４) 伝送系のある箇所における信号電力と基準点における信号電力との比をデシベル表示した値

を、その箇所の (エ) といい、通常、 dＢr で表す。 (５点) 

① ＣＮ比 ② ＳＮ比 ③ 平衡度 ④ 相対レベル ⑤ 絶対レベル

電気通信回線１

図２

変成器

巻線比
：ｎ１ ｎ２

電気通信回線２

３６０ Ω ８１０ Ω

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図１
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信に用いられる光の変調方法の一つに、物質に電界を加え、この電界強度を変

化させることにより、物質の屈折率を変化させ、光信号の属性を変化させる (ア) 効果を

利用したものがある。 (４点)

① 音響光学 ② 光回折 ③ ポッケルス ④ 磁気光学

(２) 雑音について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 増幅回路などにおける信号電力対雑音電力比の劣化の程度を表す尺度として、雑音指数が

用いられる。

Ｂ デジタル信号をアナログ信号に変換する過程で生ずる雑音は、量子化雑音といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 伝送するパルス列の時間軸上の位相変動は、 (ウ) といわれ、ＰＣＭ伝送方式の再生中

継器においては、タイミングパルスの間隔のふらつきや共振回路の同調周波数のずれが一定で

ないことなどに起因している。 (４点)

① 位相ひずみ ② 干 渉 ③ 相互変調

④ 等 化 ⑤ ジッタ

(４) 光ファイバの利点である広帯域性を有効に利用したものとしては、波長の異なる複数の光信

号を光ファイバの１心で伝送する方式がある。このとき、数波長から１０波長程度を多重化し

て伝送する方式は、特に、 (エ) といわれる。 (４点)

① ＣＷＤＭ ② ＤＷＤＭ ③ ＴＤＭ ④ ＴＣＭ

(５) 光ファイバにおける開口数などについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 光ファイバにおける開口数(ＮＡ)は、光ファイバへの光の入射条件を示すものであり、光

源と光ファイバの結合効率を決定するパラメータの一つである。

Ｂ 光ファイバのコアの屈折率をｎ 、クラッドの屈折率をｎ とするとき、比屈折率差Δは、１ ２

一般に、次式で近似される。
１－ ２ｎ ｎΔ＝
１ｎ

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図は、電話共用型ＡＤＳＬサービスに用いる機器の構成例を示したものである。この構成にお

いて、モジュラプラグの構造による配線コードの互換性について述べた次の記述のうち、正し

いものは、 (ア) である。ただし、配線コード長については問わない。 (４点)

① 配線コードの 、 及び は互換性があるが、 の配線コードとは互換性がない。B C D A

② 配線コードの 、 及び は互換性があるが、 の配線コードとは互換性がない。A C D B

③ 配線コードの 、 及び は互換性があるが、 の配線コードとは互換性がない。A B D C

④ 配線コードの 、 及び は互換性があるが、 の配線コードとは互換性がない。A B C D

⑤ 配線コードの 、 及び は互換性がない。A B C

(２) ＩＰ－ＰＢＸのサービス機能の一つでは、自席の電話機で、通話中の相手を一時保留するため

にフッキングと (イ) 用のアクセスコードをダイヤルし、次に、他の離れたところの電話機

からアクセスコードと自席の内線番号をダイヤルすることにより、保留されていた相手と再度

通話できる。この機能は、一般に、 (イ) といわれる。 (４点)

① ワンダイヤルフッキング ② ラストナンバコール ③ コールパーク

④ プライオリティコール ⑤ ステップコール

L
IN
E

P
H
O
N
E

M
O
D
E
M

PHONE

MODEMLINE
回線側

電話機

ＡＤＳＬモデム
パーソナル
コンピュータ

ＡＤＳＬスプリッタ

A

B

C

D
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(３) ＩＥＥＥ８０２.１１で規定される無線ＬＡＮでは、データが無線上で衝突しても検知するこ

とが困難であるので、衝突があったかどうかを (ウ) を受信して確認する。 (ウ) の

応答がなければデータの衝突が発生したと判断し、衝突を回避するためＩＦＳ時間及びあるラ

ンダムな時間だけデータの送信を待ち、他の無線端末から電波が出ていないことを確認してか

ら送信する。 (４点)

① ＥＯＴ ② ＥＴＢ ③ ＳＴＸ ④ ＮＡＫ ⑤ ＡＣＫ

(４) スイッチングハブのフレーム転送方式におけるフラグメントフリー方式は、フレームの先頭

から (エ) バイトまでのパケット誤りを検査して、異常がなければ、そのフレームを転送

する。また、速度やフレーム形式の異なったＬＡＮ相互の接続はできない。 (４点)

① ６ ② ２４ ③ ４８ ④ ６４ ⑤ １２８

(５) ＶＣＣＩ(情報処理装置等電波障害自主規制協議会)クラスＡ及びクラスＢについて述べた次

の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＶＣＣＩクラスＡ情報技術装置とは、クラスＡ情報技術装置の妨害許容値を満たすが、ク

ラスＢ情報技術装置の妨害許容値を満たさないすべての情報技術装置である。

Ｂ ＶＣＣＩクラスＢ情報技術装置とは、クラスＢ情報技術装置の妨害許容値を満たす装置で

あり、主に家庭環境で使用されることを意図した装置であって、例えば、パーソナルコンピ

ュータ又は携帯用ワードプロセッサ、及びそれらに接続される周辺装置などが含まれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル信号を送受信するための符号化方式のうち (ア) 符号は、ＩＥＥＥ８０２.３で

は、図１に示すように、送信データが０の時、ビットの中央で高レベルから低レベルへ、送信

データが１の時、ビットの中央で低レベルから高レベルへ反転させる符号である。 (４点)

① マンチェスタ ② ＭＬＴ－３ ③ バイポーラ

④ ＮＲＺＩ ⑤ ＮＲＺ

図１

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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(２) ＦＴＴＨサービスの設備構成としての (イ) 方式は、ＯＬＴとＯＮＵの間に光信号を合

分波する光スプリッタを設置し、一つのＯＬＴに複数のＯＮＵが接続される方式である。この

方式では、ＷＤＭ技術を使い、上り、下りで異なる波長の光信号を用いることにより、１心の

光ファイバで上り、下りの信号を同時に送受信する。 (４点)

① ＳＳ ② ＡＤＳ ③ ＰＤＳ ④ ＨＦＣ ⑤ ＳＣＭ

(３) ＭＴＵ(最大転送単位)は、ネットワークを通じて転送可能な最大のデータ量であり、ネット

ワークの種類によって異なる。標準(ＤＩＸ規格)のイーサネットのＭＴＵは、 (ウ) バイト

である。 (４点)

① １,４６０ ② １,４７２ ③ １,４７３

④ １,５００ ⑤ １,５２８

(４) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された１０ギガビットイーサネット規格のＷＡＮ用と

して、１０ＧＢＡＳＥ－ (エ) では、マルチモード光ファイバが使われる。 (４点)

① ＬＷ ② ＳＲ ③ ＳＷ ④ ＥＷ ⑤ ＣＸ

(５) 図２は、ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭ各レイヤの機能などにつ

いて示したものである。伝送コンバージェンス・サブレイヤについて述べた次の記述のうち、

正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① ＡＴＭ通信を行う場合の伝送路符号化、電気／光変換機能などをもつ。

② 空きセルを生成・挿入することにより、セル流と伝送速度との整合を

とる。

③ ＡＴＭセルがどのような通信経路を選択するかを決める。

④ セルのペイロード単位の処理を行う。

⑤ ＡＴＭアダプテーションレイヤのプロトコルのタイプにより細分化さ

れている。

上位レイヤ 呼／コネクション制御

ＣＳ コンバージェンス機能
ＡＡＬ

ＳＡＲ セル分割／組み立て機能

(ＧＦＣ：一般的フロー制御)

セル・ヘッダ生成／抽出
ＡＴＭレイヤ

ＶＰＩ／ＶＣＩ翻訳機能

セル多重／分離機能

セル速度調整

ＴＣ ＨＥＣヘッダ生成／検証機能

物理レイヤ セル同期機能

ビット・タイミング
ＰＭＤ

物理媒体依存

図２
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ファイアウォールを通過するＩＰパケットの状態を、ヘッダ情報だけでなくアプリケー

(ア) といション層のデータまでチェックして動的にフィルタリングを行う制御方式は、

われる。 (４点)

アプリケーションゲートウェイ ② コンテンツフィルタリング①

③ サーキットレベルゲートウェイ ④ パケットフィルタリング

(２) 暗号化電子メールを実現する代表的な方式であるＰＧＰについて述べた次の記述のうち、誤

っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 送信者は、電子メール内容を共通鍵で暗号化し、その鍵を送信相手の公開鍵を

用いて暗号化する方式を採る。

② 送信者は、自分の秘密鍵を用いてデジタル署名を作成し、電子メールに付加する。

③ 受信者は、自分の秘密鍵を使って共通鍵を復号化し、復号化した共通鍵でメー

ルを復号化する。

④ 公開鍵を証明するための第三者機関が必要である。

(３) ＷｅｂサーバとＷｅｂクライアント間の通信で暗号化が必要とされる場合は、一般に、ＳＳＬ

を利用して通信を行っている。ＳＳＬについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。(４点)

Ａ 通信データは公開鍵暗号方式で暗号化する。

Ｂ デジタル署名によりＷｅｂサーバを認証する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) コンピュータウイルス対策について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ コンピュータウイルスの検出技術の一つであるチェックサム方式は、ハードディスク内に

ある実行可能ファイルが改変されていないかを監視し、ウイルス名を特定することが可能で

ある。

Ｂ コンピュータウイルスに感染した電子メールの送受信は、コンピュータウイルスをまん延

させる要因となるため、特定の差出人からの電子メールを拒否する機能、電子メールの本文

や添付ファイルがコンピュータウイルスに感染していないかをチェックする機能などをメー

ルサーバに設ける方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 情報セキュリティに関するＪＩＳ Ｑ ２７００２：２００６｢情報セキュリティマネジメン

トの実践のための規範｣の規定内容について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 情報セキュリティ基本方針文書は、経営陣によって承認され、全従業員及び関連する外部

関係者に公表し、通知することが望ましい。

Ｂ 組織は、すべての資産を明確に識別し、また、重要な資産すべての目録を作成し、維持す

ることが望ましい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ心線の接続方法の一つであるメカニカルスプライスは、光ファイバ端面の突合せ

固定が可能な専用の接続部品を用いて、 (ア) 接続する方法であり、接続部品の内部には、

光ファイバの接合面で発生する反射を抑制するための整合剤があらかじめ充填されている。
てん

(４点)

① カスケードに ② 機械的に ③ コネクタで

④ パラレルに ⑤ 融着して

(２) 光ファイバケーブルの敷設に当たっては、光ファイバケーブルに一定以上の側圧が加わると、

伝送損失が増加することから、過度な側圧が加わらないよう光ファイバケーブルの敷設中の許

容曲げ半径は、一般に、ケーブル外径の (イ) 倍以上とされている。また、ＪＩＳでは、

この値をさらに２倍にすることを推奨している。 (４点)

① ５ ② １０ ③ １５ ④ ２０ ⑤ ２５

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４構内情報配線システムでは、平衡ケーブルの機械的特性が規

定されている。この規定では、直径６ミリメートル以上の４対ケーブルにおける施工後の最小

曲げ半径は、 (ウ) ミリメートルである。 (４点)

① １０ ② ２０ ③ ３０ ④ ４０ ⑤ ５０

(４) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４構内情報配線システムの設備設計における複数利用者通信ア

ウトレットについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 複数利用者通信アウトレットは、開放型のワークエリアにおいて、各ワークエリアグルー

プに少なくとも一つは割り当てなければならないと規定されている。

Ｂ 複数利用者通信アウトレットは、最大で１４のワークエリアに対応するように制限される

のが望ましいと規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４での平衡配線の幹線リンク長は、コンポネントの性能と配線

システムとしての性能の組み合わせによって異なる。図に示す平衡配線の設計において、カテ

ゴリ６要素を使ったクラスＤのチャネルの幹線ケーブルの最大長Ｂの算出式は、Ｂ＝ (オ)

ｍ である。ただし、使用温度は２０ ℃ 、パッチコード／ジャンパ及び機器コードの長さの   

総和をＦ ｍ 、幹線ケーブルの挿入損失 dＢ／ｍ に対するコードの挿入損失 dＢ／ｍ との比     

をＸとする。 (４点)

① １０５－Ｆ･Ｘ ② １０７－Ｆ･Ｘ

③ １０９－Ｆ･Ｘ ④ １１１－Ｆ･Ｘ

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＰ－ＰＢＸ工事後の確認試験のうち、 (ア) 機能試験は、内線の送受器を上げて、ダ

イヤルトーンを聞いたあと、一定時間ダイヤルしないと話中音(ＢＴ音)が聞こえることなどを

確認する。 (４点)

① コールウェイティング ② コールパーク ③ トーキサービス

④ ラインロックアウト ⑤ ページング

(２) ＩＰ－ＰＢＸ工事などで使用されるＷｉｎｄｏｗｓコマンドプロンプトを使ったｔｒａｃｅｒｔ

コマンドについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① ホストコンピュータの構成情報であるＩＰアドレス、サブネットマスク、デフ

ォルトゲートウェイなどの確認ができる。

② ホストコンピュータがＴＣＰ／ＩＰネットワーク及びネットワークリソースに

接続できるかどうかを確認する場合、ＩＣＭＰのエコー要求メッセージとエコー

応答メッセージを送信する最も基本的なコマンドである。

③ ｐｉｎｇコマンドと同様に、ＩＣＭＰメッセージを用いることでパスを追跡し

て、通過する各ルータと各ホップの往復時間(RTT)に関するコマンドラインレポー

トを出力する。

④ 同一物理ネットワーク上にあるホストのＩＰアドレスを指定して、そのホスト

のＭＡＣアドレスが取得できる。

ＥＱＰＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード 機器コード

幹線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

チャネル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

Ｃ = 接続点
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(３) ＡＤＳＬ回線の開通工事に当たって、配意すべき事項について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者の配線ケーブルの同一カッド内で、ＡＤＳＬ回線とＩＳＤＮ回線が混在し

ていると、そのＩＳＤＮ回線が利用できなくなるので、電気通信事業者と調整を図っておく。

Ｂ ＡＤＳＬ回線によるインターネット常時接続を利用する場合は、ネットワークを介して外

部からの不正侵入及び情報の不正取得などの危険が増えるので、必要に応じて、パーソナル

コンピュータ上にファイアウォールのソフトウェアをインストールするなどの対策を採る。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 工程管理における施工速度について述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ)

である。 (４点)

① 間接工事費は、一般に、施工速度を速めると増加する。

② 損益分岐点の施工出来高を上回る出来高をあげる速度は、採算速度とい

われている。

③ 直接工事費は、一般に、施工速度を速めると増加する。

④ 工事費が最小となる経済的な施工速度は、経済速度といわれている。

(５) 工程管理のためのツールの一つとして、アローダイアグラムが用いられることがあるが、図

に示すアローダイアグラムのイベント番号５における最早開始日は、 (オ) 日である。

(４点)

① ８ ② １０ ③ １１ ④ １２ ⑤ １３

４日

９日

６日

６日

４日

３日５日
１

２

３

４ ５ ６ ７

５日

６日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 端末系伝送路設備とは、端末設備又は事業用電気通信設備と接続される伝送路

設備をいう。

② 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換

する機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であって

データ伝送役務以外のものをいう。

③ 専用役務とは、特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。

④ データ伝送役務とは、専ら符号又は影像を伝送交換するための電気通信設備を

他人の通信の用に供する電気通信役務をいう。

(２) 利用者からの端末設備の接続請求を拒める場合について述べた次の文章において、 、 のA B

下線部分は、 (イ) 。 (４点)

電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を

受けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合しない場合その他総務省令で定

める場合を除き、その請求を拒むことができない。その総務省令で定める電気通信事業者が

拒める場合は、利用者から、端末設備であって 電波を使用するもの(別に告示で定めるもA

のを除く。)及び 公衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求B

を受けた場合とする。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(３) 電気通信事業者は、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者以外の者からその自営電気

通信設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受けたとき、その自営電気通信設備

を接続することにより当該電気通信事業者の電気通信回線設備の (ウ) が経営上困難とな

ることについて総務大臣の認定を受けたときは、その請求を拒むことができる。 (４点)

① 供 給 ② 確 保 ③ 保 全 ④ 保 持

(４) 次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業法の規定により総務大臣の登録を受けた登録認定機関は、その登録に係る技

術基準適合認定をしたときは、登録認定機関で定めるところにより、その端末機器に技術基

準適合認定をした旨の表示を付さなければならない。

Ｂ 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付

を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は

実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業者が重要通信に関する事項について (オ) していないと総務大臣が認める

とき、総務大臣は電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要

な限度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる。(４点)

① 義務を履行 ② 適切に配慮 ③ 費用を負担 ④ 公正に措置
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣(これに基づく告示を含む。)及び｢有線電気通信

法｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① ＤＤ第１種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等

を接続するための工事を除く。

② ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

③ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術

の向上を図るように努めなければならない。

④ 工事担任者は、資格者証を失ったためにその再交付を受けた後、失った資格者証を

発見したときは、その日から３０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければ

ならない。

(２) 電話用設備に接続される端末機器のうち、技術基準適合認定の対象となるものとして挙げた

次の二つの機器は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 集中処理装置

Ｂ 画像蓄積処理装置

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 有線電気通信法は、有線電気通信設備の (ウ) 及び使用を規律し、有線電気通信に関す

る秩序を確立することによって、 (エ) の増進に寄与することを目的とする。

(４点×２＝８点)

① 維 持 ② 設 置 ③ 管 理

④ 国民生活の向上 ⑤ 国民の利便 ⑥ 公共の福祉

(４) 次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用して、光学

的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

Ｂ 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備

をいい、無線通信用の有線連絡線を含まない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｋ－16

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、

不特定かつ多数の利用者に当該設備を専用させる電気通信役務の用に供するものを

いう。

② 専用通信回線設備等端末とは、端末設備であって、専用通信回線設備又はデジタ

ルデータ伝送用設備に接続されるものをいう。

③ デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、デジタル方式により、専ら符号又は影像の伝送交換を目的とする電気通信

役務の用に供するものをいう。

④ 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する

機能を有してはならない。

(２) 用語について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 移動電話端末とは、端末設備であって、移動電話用設備に接続されるものをいう。

Ｂ 選択信号とは、主として相手の端末設備を呼び出すための動作をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が３００ボルトを超え (ウ) ボルト以下の交流の場合にあっては、

(エ) メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければならない。 (４点×２＝８点)

① ０.１ ② ０.２ ③ ０.３ ④ ０.４

⑤ ６００ ⑥ ６５０ ⑦ ７００ ⑧ ７５０

(４) 端末設備内において電波を使用する端末設備における識別符号について述べた次の文章にお

いて、 、 の下線部分は、 (オ) 。 (４点)A B

識別符号とは、端末設備に使用される 無線設備を識別するための符号であって、 通信A B

路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B



Ｋ－17

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 利用者の接続する端末設備と事業用電気通信設備との分界点について述べた次の文章におい

て、 、 の下線部分は、 (ア) 。 (４点)A B

分界点における接続の方式は、端末設備を 電気通信回線ごとに事業用電気通信設備からA

容易に切り離せないものでなければならない。B

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(２) 次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを

防止する機能を備えなければならない。

② 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音を発生することを防止するために総務

大臣が別に告示する条件を満たすものでなければならない。

③ 配線設備等の評価雑音電力は、絶対レベルで表した値で定常時においてマイナス６４

デシベル以下であり、かつ、最大時においてマイナス５８デシベル以下でなければなら

ない。

④ 端末設備内において電波を使用する端末設備にあっては、使用される無線設備は、一

の筐体に収められており、かつ、容易に信号の送信レベルの変更をすることができない
きょう

ものでなければならない。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限り

でない。

(３) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、その信号送出時間は、

(ウ) ミリ秒以上でなければならない。また、ミニマムポーズは、 (エ) ミリ秒以上

でなければならない。 (４点×２＝８点)

① １０ ② ２０ ③ ３０ ④ ４０ ⑤ ５０ ⑥ ６０

(４) 配線設備等の設置について述べた次の文章において、 、 の下線部分は、 (オ) 。A B

(４点)

事業用電気通信設備を 損傷し、又は人体に危害を与えないようにするため、総務大臣がA

別に告示するところにより配線設備等の 設置の方法を定める場合にあっては、その方法にB

よるものでなければならない。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B



Ｋ－18

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 高周波とは、周波数が３,５００ヘルツを超える電磁波をいう。

Ｂ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１０ミリワットに対する比をデシベルで表したものをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 架空電線について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が３０センチメートル以下となるように

設置してはならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

② 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との垂直距離

がその架空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか高いものの高さに

相当する距離以下となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置し

てはならない。

③ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の

支持物に架設してはならない。

④ 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メー

トル未満の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この

限りでない。

(３) 架空電線の支持物と架空強電流電線との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧が高圧

で、使用する電線の種別が強電流ケーブルの場合は、 (ウ) センチメートル以上でなけれ

ばならない。 (４点)

① ３０ ② ４０ ③ ５０ ④ ６０ ⑤ ８０

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する不正アクセス行為の一つについて述べた

次の文章において、 、 の下線部分は、 (エ) 。 (４点)A B

電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機が有するアクセス制御機能によりそ

の特定利用を制限されている特定電子計算機に電気通信回線を通じてその制限を 免れるこA

とができる情報又は指令を入力して当該特定電子計算機を作動させ、 その制限されているB

特定利用をし得る状態にさせる行為は、不正アクセス行為である。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において｢認証業務｣とは、自らが行う電子署名について

その業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子署

名を行ったものであることを (オ) するために用いられる事項が当該利用者に係るもので

あることを証明する業務をいう。 (４点)

① 承 認 ② 管 理 ③ 記 録 ④ 確 認 ⑤ 利 用



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイト〔Ｂyte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビット 

      〔Bit〕です。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

  

新図記号 旧図記号


